
クマやアナグマには人と同様「食欲の秋」が！ 

これは野生では冬眠に備えて蓄えるためであり、 

採食量が一気上がります。 

(動物園では冬眠はしないので冬も一定の量で与えています) 

実は別れの季節でも… 

みなさんには「春」のイメージが強いツバメ。 

実は秋になると暖かい所を求めて南へ。 

九州、沖縄を経て東南アジアへと渡ります。 

また来てねー！ 

ニホンザルは秋から冬にかけて「恋の季節」に入ります。 

行動も変わりますが、顔に注目… 

実は恋の季節に入ると血中のホルモン値が変わることにより顔の赤みが増します。 

 

8月号にも書かれていましたがオスのシカは秋にかけてドンドン角が成長します。 

こちらも秋に発情期が来てオス同士が角突きをする際に使用するためです。 

実は毛の生えている動物の多くが衣替えを行う時期でもあります。 

これは冬の寒さに備えるためです。 

そのため秋は飼育員の掃除量も少し増加傾向です… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和 5 年 ９月号 

○○の秋？ 
9月に入り周りも涼しくなってきました。皆さんにとって秋はどんな季節でしょうか？ 

食欲の秋？運動の秋？読書の秋？ 

動物によっても違うようなので、それぞれ観察してみましょう！ 

 

以上。それぞれの「秋」でした！日本は四季があるので季節での変化を楽しむことができます♪ 

皆さんも「秋」を探しにかみね動物園を巡ってみませんか？ 
飼育員 ありかわ 

かみねっちょ新聞 

春・夏 

秋・冬 

夏 

秋 

エ
ゾ
ヒ
グ
マ
の
夕
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10 月の予定 

・1（日）～３１（火）茨城ＤＣ特別企画 

「スタンプラリーで知ろう～絶滅危惧種のこと～」 

・28（土）、29（日） ハロウィンイベント 

 

詳細はかみね動物園ホームページをご覧ください                                                       

または ０２９４(２２)５５８６ まで 

 

SNSでも写真や動画、

最新の情報を 

お知らせ中！ YouTube 

Twitter Facebook 

～いろんな寝姿～ 

リスザルを観察していると、

人と同じく個体によっていろ

いろな寝方をしていることに

気が付きます。 

たまに来園者の皆様に心配 

されるぐらい爆睡している 

ことも…。そんな寝相を 

いくつかご紹介！ 

あなたはどのタイプ？ 

 

★まるまるタイプ★ 

リスザルが寝る際の通常

の姿。これがいわゆる 

ノーマルタイプ。 

 

★倒れるタイプ★ 

みんなに一番心配され

る。でも安心している

からこその姿。 

 

★洗濯物タイプ★ 

最近よく見る姿。暑い

から？確かに体の熱は

逃げていきそう。 

キリンの担当になって 10年目、キリンを取り巻く環境が刻々と変わっていきました。 

中でもキリンに関する研究は現在進行形で進んでおり、情報を目にするたびに驚かされます。 

そこで、今回はキリンに関して変化してきたことについて触れたいと思います。 

【キリンの種類】2014年、私が入所したころは１種(亜種９種)でした。2016年に研究者の 

方々が遺伝子解析をしたところ、４種(亜種 0種)という発表がなされました。１種から４種 

へ増え、亜種９種から亜種０種へ減る。とても驚いたのを覚えています。 

【キリン○○目名】キリンは偶蹄目に分類されますが、最近になって見かけるようになって 

きたのが鯨偶蹄目(くじらぐうていもく)です。この鯨偶蹄目は、以前まで偶蹄目と鯨目は 

別々だと思われていましたが、遺伝子解析によって同じ仲間であることが判明し、このよう 

な名称になりました。 

【キリンの角の本数】普段キリンのガイドをしているときに伝えて 

いるのが５本です。この５本の詳細は、頭頂部にある２本・目と目の 

間にある１本・後頭部にある小さい突起物２本です。図鑑を確認する 

と５本と表記しているものが多くあります。ですが、最近の研究者の 

中には３本という人も出てきました。実際に頭蓋骨を見ると角らしき 

ものは 3本で、後頭部にある２本は角と確認できません。 

はたして今後キリンの角の数は 5本から 3本になるのでしょうか？ 

続報を待ちたいところです。 

いかがだったでしょうか。日々動物の研究が進んでいるんだなーと感じてしまいますよね。 

今まで当たり前だったことが変わっていくの世の中、面白いと思いませんか？ 

飼育員なかむら 

研究が進む世の中 


